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豊田合成について 価値創造ストーリー 価値創造の戦略 価値創造を支える基盤 データ

　当社ではクルマを軸に培った技術を基に幅広い分野
に広げ、未来の社会全体の発展に貢献するために製品
開発を進めて行きます。
　2030事業計画の提供価値としてセーフティシステム
を軸とした「安心・安全」、内外装部品を土台とした「快

適」高分子材料の新規事業化による「脱炭素」について
取り組んでいます。2030事業計画に向けた開発の骨太
方針は、社会課題の解決に向けて、4つの方針を掲げて
推進しています。

豊田合成の成長戦略

開発戦略

CTO 取締役 執行役員 苗代 光博

2030年以降の社会課題を見据え、
グローバルユーザーに向け、
技術開発を加速し、未来の豊かな
生活の実現に貢献していきます。 

CTO MESSAGE

1.	 骨格部品の樹脂化に伴う樹脂化製品の拡大と自動運転を見据えた快適製品の開発
2.	 脱炭素社会への対応に向けたカーボンニュートラル/サーキュラーエコノミーをリードする技術

開発と新規事業創出
3.	「エネルギー」「ヘルスケア」「スマートホーム」 を重点分野としたソリューション開発 
4.	 地域・顧客に向けたグローバルＲ＆Ｄ体制の強化

　当社では2030年以降のモビリティに向け、進化する
CASEを見据え、既存部品の付加価値向上やモジュー
ル/システム化、さらにその先のクルマ全体での新たな価
値を提供するため、社会の変化を先読みし、「多様化す
る価値に対応した移動空間」「移動と暮らしのつながり」

「多様な乗員に安心・安全を提供」を実現する技術開発
を推し進めます。
　自動車業界の足許では、BEVの普及速度は減速して
いるものの、2030年のその先を見据えると、BEVの割
合が増えていくと考えています。当社にとってBEVを含
む車両の電動化は、製品の付加価値を高めるチャンスと
捉えております。
　これからの車両電動化の進展に伴い、航続距離延長
に向けた樹脂化による軽量化、広くて快適な車室空間の
提供、車両構造の変化に対応した乗員保護が必要とな
ります。

　軽量化において、製品の樹脂化は、形状自由度、強度・
剛性向上、機能統合の容易さから、重要な役割を果たし
ます。当社は独自技術で新しい意匠とアーキテクチャを
生み出す骨格構造の樹脂化に取り組み、クルマの未来に
貢献します。
　一方、自動運転技術の普及により、車室内空間と過ご
し方が多様化します。当社は、パーソナル空間実現の技
術開発を進め、CASEと価値観の変化を見据えた商品企
画を行います。
　また、BEV化や自動運転の普及に合わせて、安全性能
の向上に向けたエアバッグとシートベルトの最適化を進
めていきます。多様な乗員に安心・安全を提供するため、
人と車をつなぐイルミハンドルと、さまざまな姿勢に対
応した可変容量エアバッグとラップエアバッグで交通死
亡事故低減に貢献していきます。

　クルマの電動化を進める上で、走行距離を延ばすため
の軽量化とクルマづくりを簡素にするモジュール化は開
発重点テーマとなります。金属部品の樹脂化は軽量化の
一つの手段にすぎませんが、形状自由度による構成部品
一体化や、強化繊維やリブ・肉厚変化により強度・剛性
を高められる特性、周辺部品を巻き込んだ機能統合のし
やすさから、車両搭載時のモジュール化に最も適した骨
格部材と言えます。またそれらは意匠自由度向上にもつ
なぐことができ、クルマのアーキテクチャを変える可能性
も秘めています。
　当社は設計・材料・つくりの独自技術融合で、オンリー

ワンの製品開発を目指しています。車内外の各部位にお
いて、クルマの基本性能を満足させた上で、新しい意匠、
アーキテクチャを生み出す骨格構造の樹脂化に取り組
み、BEVのみならずICEを含めたすべてのクルマの未来
に貢献していきます。

　自動運転技術は日本、中国、欧米など世界各地で現在急
速に研究・開発が進み、自動運転タクシーやバスでの実証
実験とそれに伴う法規の整備も検討されながら、実用化に
向けた取り組みが進んでいます。
　当社では自動運転技術の普及により車室内空間が変化
し、車室内での過ごし方が多様化していくことを捉え、それ
に対応するためにパーソナル空間の実現に向けた要素技
術の開発を進めていきます。
　このようなCASEの急激な変化を現実的かつ技術的な目
線で的確に捉えて将来予測するとともに、人々の価値観の
変化を先読みしたグローバルな視点での商品企画が必要
と考えています。
　当社はハンドルなどのセーフティシステム製品と内外装
部品の両方を手掛ける数少ないメーカーです。その強み
を活かし、例えば、ハンドル、インパネ、センターコンソール
のモジュール化技術を組み合わせることで、圧倒的なユー

ティリティ空間を演出し、そこに光や香り、音などの五感に
訴えかつ其々を連携させた要素を入れ込むことで、新たな
空間の価値を生み出すことができると考えています。
　また、BEVはエンジン音がなく、外部ノイズが聞こえやす
くなります。車室内の静粛性を高めるためのウェザストリッ
プ製品の新たな開発を進めたいと考えています。
　当社は将来の生活を支えるモビリティに求められる価
値を想定し、空間や移動体といった大きな概念から具体化
し、商品をイメージしながら、常にユーザーの期待を上回る
提案でモビリティの未来に向かって貢献していきます。

モビリティ開発

2030事業計画に向けた開発の取り組み

骨格部品の樹脂化に伴う樹脂化製品の拡大

自動運転を見据えた快適空間の提供

セーフティシステム開発

　法規・アセスメントの厳格化により衝突安全技術は年々
進化しており、事故による死者数も低減してきていますが、
全世界ではいまだ救えていない命が約120万人と多いのが
現状です。そのため当社では究極の目標である交通事故死
傷者ゼロを目指し取り組みを推進しています。
　1つは社会課題である乗員弱者（高齢者や子供）など
多様な乗員に対応するため、既存のエアバッグを可変技
術などで進化させるだけでなく、シートベルトメーカー
との開発体制強化により、シートベルトを高機能化させ
ながら、最適に組み合わせた乗員保護システムの開発を
推進しております。

　また、歩行者や自転車などの交通弱者の命を救うため
の安全装置の技術開発にも取り組んでおります。
　従来の歩行者保護エアバッグに加え、車外空間の検
知技術の進化に対応した製品開発にも取り組んでいく
ことで、世の中に安心・安全を提供し続けていきます。

多様な乗員に安心・安全を提供

骨格樹脂化とモジュール化によるシームレス意匠の実現

豊田合成が考える'30年以降のコックピットイメージ

歩行者保護エアバッグ
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　当社Ͱ͸、୤୸ૉ΁の取り૊Έͱͯ͠、⾞のϋンドルな
Ͳに使ΘΕΔポリウレタン΍ナイロンなͲに、スギ͔Β
ந出͠ ʮͨվ࣭リグニン」Λ഑合ͨ͠環境に༏͍͠プラス
チックૉ材の開発Λ行͍ͬͯ·͢ɻʮվ࣭リグニン」͸໦
࣭ણҡͱ͸ҟなり、ポリウレタン構଄に取りࠐΉ͜ͱ͕
Ͱ͖·͢ɻͦ のͨΊ、当社の材料技術ͱ૊Έ合ΘͤΔ͜
ͱͰ、高͍バイΦ化度Λ࣋ͪ、ै དྷ同等の෺ੑ΍଱ੑٱ
のҡ͕࣋Ͱ͖Δ事Λ֬ೝ͠·ͨ͠ɻੴ༉༝དྷ材の代ସͱ
ͯ͠活༻͢Δ͜ͱͰCO2ݮ࡟に͕ݙߩ可能Ͱ͋り、ޙࠓ
࣮༻化Λ໨͠ࢦ·͢ɻ
　·ͨ、ʮվ࣭リグニン」の利༻のਪ進͸、全国֤஍Ͱ豊
෋にଘ͢ࡏΔスギの໦材ͱͯ͠の෇ՃՁ஋Λ高Ίͯ༗
ޮ活༻͢Δ取り૊ΈのҰ環Ͱ͋り、アレルギーのݪҼ෺
࣭ͱ͞ΕΔスギՖคの௿ݮ΁のݙߩ΋期଴Ͱ͖·͢ɻ
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　自動⾞の҆全技術ͰഓͬͨC"Eղੳ技術͸、িಥ࣮
࣮、Ͱな͚ͩ͘ܗのμミー人༺ݧ 際のώトΛ૝定ͨ͠再
現・ධՁΛ行͏͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻҩྍ機関΍大学ͱ΋ͭな
͕りΛ࣋ͪ、಺ଁଁثなͲの人ମ଱ੑの再現度Λ্͞޲
ͤͨੈքトップクラスのC"Eղੳ技術Λ͍࣋ͬͯ·͢ɻ
　͜ΕΛ༻͍ͯ、͞ ·͟·な⾞྆΍人ମΛコンϐュータ্
Ͱ再現͠、事ނΛ再現͢Δ͜ͱͰ、人ମのडইのํ࢓Λ༧
ଌ͠、新੡඼の開発にフΟードバック͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
͸͞Βに、自動⾞の҆全技術ͰഓͬͨC"Eղੳޙࠓ　
技術Λ基൫に、ೋྠ⾞΍ドローン、電動キックϘードな
Ͳの自動⾞Ҏ外の新市場に対ͯ͠΋、人の命に関ΘΔ課
୊・ই֐Λ໌Β͔に͠、社会課୊ղܾに͚҆ͨ޲全デバ

イスの開発Λਪ進͍͖ͯ͠·͢ɻ
͸、自動⾞Ҏ外のϞビリテΟに対ͯ͠΋҆全技ͪͨࢲ　
術のීٴΛ取り૊ΜͰ͍͘͜ͱͰ、Ҡ動͢Δ全ͯの人ʑ
に҆৺・̓ 全Λఏ͠ڙ、ະདྷのϞビリテΟ社会の࣮現に
ɻ͢·͖͍ͯ͠ݙߩ

冷却

再生ゴム廃ゴム スクリューで
ゴムに圧力と熱を与える

粉化 脱硫 脱臭

水の注入
脱気

　当社৿ொ工場Ͱ͸、独自技術Ͱ͋ΔΰϜの୤ེ再生
技術Λ活༻͠、੡଄工ఔͰ発生͢ΔΦープニングトリϜ
ウェザストリップの端材Λ再生͠、新材΁഑合ͯ͠利༻
͢Δ取り૊ΈΛ1997年͔Β࣮施͓ͯ͠り·͢ɻ͔ Ͷ͔ͯ
Β୤ེ技術開発Λ進Ί、෺ੑ΍ष気Λ大෯にվળͨ͠
再生材Λ੡଄͢Δ͜ͱに成ޭ、新材΁の഑合ൺ཰Λ5ˋ
લ͔ޙΒ20ˋ·Ͱඈ༂తに૿΍͢͜ͱΛ可能ͱ͠·͠

ͨɻ·ͨ、ࠓՆより新ن設උΛՔಇ͠再生能力΋ഒ૿͞
ͤ·ͨ͠ɻ
　現ࡏ͸ༀࡎΛ活༻ͨ͠ケミカル୤ེ技術開発に΋取
り૊ΜͰ͓り、ラϘレϕルͰེԫ݁合のબ୒త੾அΛ
֬ೝ͓ͯ͠り·͢ɻޙࠓ΋再生材඼࣭の্޲Λண࣮に進
Ί、自動⾞༻ΰϜのサーキュラʕエコϊミーに͞Βにߩ
画Ͱ͢ɻܭ͍ͯ͘͠ݙ

ࣗಈंͷ҆શٕज़Ͱഓͬͨ$"&ղੳٕज़Ͱ৽ͨͳࢢ৔ʹ௅Ή

ΰϜ୤ེٕज़ͷ͞ΒͳΔਐలɿ࠶ੜΰϜఴՃൺ཰Λ্޲

　ԤभͰ͸EL7ྩࢦҊ͕ެ表͞Ε、日本΍֤業քͰ΋
経済҆全อো、資ݯ制約、カーϘンニュートラルに͚޲
ͯサーキュラーエコϊミーの取り૊Έ͕੝Μにな͖ͬͯ
·ͨ͠ɻ当社のサーキュラーエコϊミーの取り૊Έ͸リ
サイクル材料、バイΦ材料の࠷大活༻なͲΛ重఺ͱͯ͠
進Ί͍ͯ·͢ɻ
　特にリサイクル材料の活༻に͓͍ͯ、੩຺ଆ˞1͸ഇ材
のྔの֬อͱ࣭の্޲Λૂ͍に、国プロ΍業ք連携Λ
ਪ進தͰ͢ɻͦ のͨΊഇ材͸EL7˞2͚ͩͰな͘1IR˞3΍
1CR˞4·Ͱ෯ݕ͘޿౼͍ͯ͠·͢ɻ·ͨ動຺ଆ˞5͸当社
のڧΈͰ͋Δ高෼ࢠ技術Λ活༻ࠩ͠別化΍௿コストプ
ロセス開発Λݕ౼͍ͯ͠·͢ɻ͜ Εより再生プラスチッ
ク、再生ΰϜΛ使༻ͨ͠੡඼Λ市場΁投入͠·ͨ͠ɻࠓ
に౒څڙ΋技術開発によΔ再生材඼࣭のอূͱ҆定ޙ
Ί͍͖ͯ·͢ɻ

　⾞྆ライフサイクル全ମͰの॥環ੑ͓よͼCO2ഉ出
ྔの௿ݮに͚ͯ޲、再生プラスチック材料の開発に஫力
͍ͯ͠·͢ɻ再生プラスチックに༻͍Δリサイクルݪ料に
͸、市場͔Βճऩ͢ΔաఔͰҟ෺΍ҟ材͕多ؚ͘·Εͯ
͓り、ͦ の··Ͱ͸自動⾞部඼に͸使༻Ͱ͖·ͤΜɻ
　当社͸再生材ϝーカーͱの協業により、ҟ෺のద੾な
আڈ技術΍、高෼ࢠ材料のվ࣭技術Λ活༻͠、自動⾞部
඼΁ద༻可能な再生11（ポリプロϐレン）材料の開発Λ
進Ί͍ͯ·͢ɻ2024年度Ͱ͸、国಺のഇ⾞͔Βճऩͨ͠
EL7༝དྷݪ料Λ༻͍ͨ再生11Λ自動⾞部඼΁ద༻͠、
市場΁投入͠·ͨ͠ɻ

　·ͨ再生プラスチックの͞ΒなΔ֦大に͚ͯ޲、国の
ॿ成事業Ͱ͋Δʮサーキュラーエコϊミー社会࣮૷事
業」に΋参画͠、੩຺産業の関ऀ܎ͱの஥ؒͮ͘りΛՃ
଎ͤ͞、自動⾞部඼΁͞·͟·なリサイクル材料Λద༻
͢Δ社会࣮૷ΛՃ଎͍͖ͤͯ͞·͢ɻ

ϦαΠΫϧࡐͷ࠷େ͚ͨ޲ʹ༺׆ಈ ɾ຺੩຺ଆͰͷऔΓ૊Έ

&-7༝དྷݪྉΛ༻͍ͨ࠶ੜϓϥενοΫ։ൃ

　ܰྔ化、100�リサイクル、易ղମ設ܭ（Ϟϊマテリア
ル化）、成ܗプロセスֵ新、バイΦ材料の開発なͲ、͋ Β
ΏΔ技術力Λ݁ू͠、カーϘンニュートラルʗサーキュ
ラーエコϊミーΛ࣮現・進లͤ͞·͢ɻ
　当社͸、ΰϜ・थࢷͱ͍ͬͨ高෼ࢠ材料Λѻ͏専門
ϝーカーͱͯ͠、୤୸ૉ社会に͚޲、カーϘンニュートラ
ル�サーキュラーエコϊミー΁の開発Λڧ化͠、ޙࠓの
EL7ن制΁の対Ԡͱ、カーϘンニュートラルୡ成࣌期の
લ出͠Λએ͠ݴな͕Β、ண࣮に取り૊ΈΛ進ల͍ͤͯ͞
͖·͢ɻ
　リサイクル材の࠷大活༻に͚ͨ޲動 ・຺੩຺ଆͰの取

り૊Έͱͯ͠͸、再生資ݯの֬อͱ、技術開発によΔ再
生材඼࣭の֬อΛ進Ί͍͖ͯ·͢ɻ
　EL7༝དྷݪ料Λ༻͍ͨ再生プラスチック開発に͍ͭ
ͯ͸、۩現化、市場΁の投入ΛՌͨ͠、ޙࠓ、͞ ΒなΔ੡
඼΁のల開Λ進Ίͯ·͍り·͢ɻ
　ΰϜ再生に͍ͭͯ͸、当社の࣋ͭ୤ེ技術Λ͞Βにਪ
͠進Ί、再生材高඼࣭化により、ఴՃൺ཰Λ্޲Ͱ͖Δ
よ͏開発、材料ͱͯ͠の事業化にͭな͛·͢ɻ
　·ͨ、新ͨな技術開発ͱͯ͠、໦࣭バイΦマス഑合プラ
スチックの開発なͲ、新͍͠材料ૉ材の開発に΋チャレ
ンジͯ͠·͍り·͢ɻ

ΧーϘϯχϡーτϥϧ�αーΩϡϥーΤίϊϛー

˞1	ഇغ෺Λճऩͯ͠ 再生再利༻ॲ理・ॲ෼なͲΛ行͏産業
˞2	EnE	oG	LiGe	7eIiDleɿ使༻済自動⾞
˞3	1ost	InEustrial	ReDZDleEɿ੡඼の生産ஈ֊に͓͍ͯ発生͢Δഇغ෺
˞4	1ost	ConsuNer	ReDZDleEɿফඅऀ͕使༻済Έഇغ෺
˞5	੡଄業΍サービス業なͲ੡඼Λ生Έ出͢産業

໦࣭όΠΦϚε഑߹ϓϥενοΫͷऔΓ૊Έ

υϩʔϯ༻ΤΞόοά

&-7ϦαΠΫϧݪྉΛ׆༻ͨ͠੡඼ྫࣄɿ	͔ࠨΒ
 άϥϒϘοΫεɺϩΞάϦϧ

˞1	国立研究開発法人Ͱ͋Δ৿ྛ総合研究所͕代表機関ͱなり、୤୸ૉ社
会の࣮現Λਪ進͢Δʮ高機能リグニン材料開発コンソーシアϜ」Ͱ共同
開発Λ行ͬͯ ͍Δ

˞2	ϋンドル༻ウレタン͸豊田合成Ͱ開発த、ϋンドルインサート͸株式会
社ఱಐ໦工ͱ共同Ͱ開発த
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ʮシンクサイトのミッシϣン͸、先端イϝージン
グ、機ց学श、マイクロྲྀମなͲのҟ෼野技術
Λ૊Έ合Θͤͯ開発ͨ͠次ੈ代ܕのイϝージ
ೝࣝܕ高଎セルソーテΟング技術Λ活༻ͯ͠、
ֵ新తな治ྍ΍਍அに͢ݙߩΔ͜ͱͰ͢ɻ豊田
合成༷͕ഓΘΕ͖ͯͨथࢷ材料の成ܕ΍金ܕ
Ճ工の技術Λ活༻͠、थࢷ੡のマイクロྲྀ࿏デ
バイスの࣮༻化Λ໨͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ」

　2030事業ܭ画Ͱ͛ܝΔʮよりྑ͍Ҡ動ͱ฻Β͠Λະ
དྷにͭな͙会社」ͱ͍͏໨࢟͢ࢦの࣮現に͚޲、ʮエネル
ギー」ʮϔルスケア」ʮスマートホーϜ」Λターήットに社
会課୊ղܾܕのソリューシϣン開発Λ進Ί͍ͯ·͢ɻ
　エネルギー෼野Ͱ͸、新技術のීٴͰফඅ電力ྔ͕
૿͑Δະདྷにඋ͑、電力ロスΛݮΒ͢(a/パϫーデバイ
ス͕஫໨͞Ε͍ͯ·͢ɻ当社͸大阪大学ͱ協力ͯ͠(a/
݁থ技術Λ開発͠、6インチҎ্の(a/基൘΍高ੑ能
(a/デバイスのૣ期࣮༻化Λ໨͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ
　ϔルスケア෼野Ͱ͸、よりӴ生తͰ҆৺・̓ 全な฻Β

͠の࣮現に͚ͯ޲U7�C（ਂࢵ外ઢ）LE%に͓͍ͯ、ੈ ք
ە高ਫ४ͱなΔޫの出力Λ࣮現͠、ਫ΍ۭ気なͲのআ࠷
༻్Ͱの利༻֦大Λਪ進͠·͢ɻ
　スマートホーϜ෼野Ͱ͸ʮよりྑ͍฻Β͠」の࣮現Λ໨
パートナーͱͯ͠、トヨタホーϜ͕進ΊΔ新ͨな֗͢ࢦ
のՁ஋創出の取り૊Έに参画͠、次ੈ代のϫイϠレスڅ
電Ͱ͋Δマイクロ೾څ電技術の࣮ূΛ行͏なͲ、Ossia社
（ถ国）ͱ共同Ͱ੡඼開発Λ行͍、ۙ ͍কདྷの市場投入
Λܭ画͍ͯ͠·͢ɻ

　自動⾞事業Ͱഓͬͨ技術Λ༻͍ͯより多͘の人ʑに
新ͨな社会తՁ஋Λఏ͢ڙΔͨΊに、当社͸社会課୊
ղܾΛ起఺ͱͨ͠新ن事業創出に力Λ஫͍Ͱ͍·͢ɻ特
にʮエネルギー」ʮϔルスケア」ʮスマートホーϜ」Λ重఺
෼野ͱଊ͑、ソリューシϣンఏڙにチャレンジ͍ͯ͠·
͢ɻ新ن事業創出のத֩ઓུͱͯ͠、社会変ֵΛ໨͢ࢦ
༗๬なスタートアップͱの共創Λ͓ͯ͛ܝり、2019年に
コーポレートϕンチャーキャϐタルΛ立্ͪ͛、͜ Ε·
Ͱに25社の出資ͱ共同開発Λ࣮施͍ͯ͠·͢ɻ
　ྫ͑͹、当社͕஫力͢Δ෼野のҰͭͰ͋Δʮϔルスケ
ア」領域に͓͍ͯ͸、"IによΔࡉ๔の画૾ղੳΛ༻͍ͨ

๔෼཭・෼ੳ技術に取り૊Ήシンクサイト社に出資͠ࡉ
·ͨ͠ɻ͜ の技術により、ന݂病のૣ期発見͕高଎͔ͭ
高ਫ਼度Ͱ可能ͱなり、কདྷతに͸創ༀ΁の活༻͕期଴
͞Ε͍ͯ·͢ɻ当社͸ࡉ๔෼཭にඞ要なथࢷ੡のマイク
ロྲྀ࿏デバイスの開発Λ共創活動のҰ環ͱͯ͠スタート
͍ͯ͠·͢ɻ
　·ͨ、出資ͨ͠スタートアップ΁の出޲制度΋ܧଓ͠
ͯ運༻͓ͯ͠り、एखϝンバーに新ͨな活༂の機会Λఏ
ࡒ事業創出Λリード͢Δ人نকདྷの事業成長΍新、͠ڙ
育成に΋取り૊ΜͰ͍·͢ɻ

৽ۀࣄنʢιϦϡーγϣϯ։ൃʣ

ϕϯνϟーۀاͱͷڞ૑ʹΑΔ৽ͨͳࣾձతՁ஋ͷ૑ग़

　ैདྷ基൫技術Ͱ͋Δ࣓ք共振式発ޫレジスタϊブな
ͲͰഓͬͨϫイϠレスڅ電技術ͱ、新ن事業テーマ創出
の࢓૊Έ、Ճ͑ͯコーポレートϕンチャーキャϐタル機
能によΔ次ੈ代技術基൫֫ಘの࢓૊ΈΛ活༻͠、ઓུ
తにֻ͚合Θͤͨの͕本マイクロ೾څ電技術Ͱ͢ɻ
　先行開発に͸、名古屋大学の豊田合成産学共同研究
部門͕ՃΘり、C"EΛ活༻ͨ͠ラϐッドプロトタイϐン
グ΍、人ମ๷護ূݕシミュレーシϣンにより、ແઢ特ੑ
の高ੑ能化のΈなΒͣ、国಺制度化ΛؚΉ事業化Ҡ行
΁の開発Ճ଎Λ࣮現͠·ͨ͠ɻ
　当社のパートナー企業͸マイクロ೾څ電の先ۦత
開発ͱ、ͦ Εに関ΘΔੈք࠷大の஌ࡒՁ஋Λอ༗͢Δ

Ossia社Ͱ͢ɻ2020年にスタートͨ͠൴Βͱの共同開発
Ͱ͸、2�4()[送ड電システϜΛ開発͠·ͨ͠ɻ2023年
度͸Ossia社のϕストパートナーΦブザイϠー、ͦ ͯ͠
5�75()[Φリジナルड電機にͯCES2024イϊϕーシϣ
ンアϫードΛड৆͠、ੈ ք市場に先ൢ͚ͨۦച開࢝Λ໨
開発、੡଄に関͢Δแ括తな連携ମ制Λ構ங͠、ͯ͠ࢦ
·ͨ͠ɻ
　本技術͸レϐュテーシϣンリスク௿ݮͱૣ期市場投入
Λ໨ͯ͠ࢦトヨタホーϜ三޷ケٰプロジェクトͰのビジ
ネス࣮ূΛ2024年に開࢝͠、2025年に͸大阪・関西ສ
ത΁の出లΛ༧定͓ͯ͠り·͢ɻ

ϚΠΫϩ೾ిڅ

　E7΍"IのීٴͰ電力使༻ྔ͕ܶతに૿͑Δະདྷに
より高ޮ཰に電力Λ制御Ͱ͖Δʮ次ੈ代パϫー൒、͚޲
ಋମ」΁の期଴͕高·͍ͬͯ·͢ɻ当社͸、੨৭LE%に
使ΘΕΔ஠化ガリウϜΛ使ͬ ʮͨ(a/パϫー൒ಋମ」に
ண໨͠、݁ থ成長͔Βデバイス開発·Ͱ、࣮ ༻化に͚޲
ͨ技術開発に͘޿取り૊ΜͰ͍·͢ɻ
　大阪大学ͱ連携ͯ͠ຏ্͖͖͛ͯ ʮͨ/aフラックス
法」͸高඼࣭な(a/݁থΛ大໘ੵͰ成長Ͱ͖ΔのͰ、͜
ΕΛʮछ」ͱͯ͠、より生産ੑの高͍成長法ͰްΈΛ૿΍
͠、スライス�ෳ੡͢Δ͜ͱͰ６インチҎ্の(a/基൘
のૣ期市場投入Λ໨͍ͯ͠ࢦ· （͢ӈਤ）ɻ
　当社͕参画͍ͯ͠Δ環境লプロジェクトͰ͸、業ք
リーμー企業�大学ͱ連携͠、４インチʙ6インチछ΁の
再成長・基൘化࣮ݧ΍、当社͕開発ͨ͠ॎܕパϫー൒ಋ
ମૉࢠΛ名古屋大学にఏ͠ڙ、E7ద༻Λ૝定ͨ͠Ϟー
ターۦ動࣮͕࢝ݧ·͍ͬͯ·͢ɻ
͸(a/パϫー൒ಋମΛૣ期に࣮༻化͠、CO2ͪͨࢲ　
ഉ出ྔΛੈքن໛Ͱ཈制͢Δ͜ͱͰカーϘンニュートラ
ルに͖͍ͯ͠ݙߩ͘޿·͢ɻ

(B/ύϫーデόΠε

(B/छ݁থ�
	/BϑϥοΫε๏


छ݁থ্ʹ(B/Λ
੒௕ͤ͞Δ࠶͘ް

	ΞϞϊαーϚϧ๏ͳͲ

εϥΠεɺݚຏͯ͠

छΛෳ੡͢Δ	ج൘Խ


Ұ෦͸छͱͯ͠ ༺ར࠶

γϯΫαΠτࣾ 
Ԡ༻ϚΠΫϩྲྀମάϧʔϓ௕

Տଜ གྷࢠ

γϯΫαΠτࣾ $&0 

উా ࿨一࿠

։ൃઓུ

࿡֯ܗঢ়ͷ/BϑϥοΫε(B/݁থΛ͘Γ͵͍ͯ࡞੡ͨ͠௚ܘ�Πϯνछ݁থ

/BϑϥοΫεछ݁থΛར༻ͨ͠େܘޱ(B/ج൘࡞੡ͷ޻ఔΠϝʔδ

$&4���� Ξϫʔυड৆

γϯΫαΠτࣾͷ"*ۦಈܕͷࡉ๔ޫܬ෼ੳ૷ஔɹ7JTJPO4PSUä

ϲٰϓϩδΣΫτ֗։͖޷ࡾ
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　グローバルͰの໨·͙Δ͍͠৘੎変化Λड͚、顧客要
化͕ඞ要Ͱ͢ɻڧにਝ଎にԠ͑ΔͨΊに、現஍開発のٻ
　当社͸2023年にグローバルサミットΛ開2030、͠࠵
事業ܭ画ୡ成に͚ͨ޲課୊に͍ͭͯ議࿦͠·ͨ͠ɻ͞ Β
に、重఺஍域Ͱ͋Δ๺ถ・த国・インド஍域に͍ͭͯ͸、
グローバル技術会議Λ開࠵、現஍OEM΁のൢച֦大に
化に͍ͭͯ議࿦͠、۩ମతڧઓུͱ現஍ମ制の͚ͨ޲
な࣮行ܭ画ͱ͠·ͨ͠ɻ
΋重要な市場Ͱ͋りଓ͚Δ๺ถͰ͸シリーζडޙࠓ　
஫開発のޮ཰化Λਤり、先行開発΁のリソーセスΛシフ

ト͢Δମ制ڧ化Λ進Ί͍͖ͯ·͢ɻ
　#E7進ల͕進Ήத国市場に対ͯ͠͸、OEMのニーζ
にԠ͑ΒΕΔ開発・設ܭ現஍化対ԠΛ進Ί͍͖ͯ·͢ɻ
　インドに対ͯ͠͸、市場֦大に対Ԡ͢Δ人員૿͓ڧよ
ͼ設ܭ・ධՁの現஍化ਪ進のͨΊ、開発ڌ఺Λ開設͠、
成長͢Δ市場ͱ新ن顧客に対͢Δൢച֦大のͨΊ、ମ
制Λڧ化͍ͯ͠·͢ɻ
　·ͨԤभ͸、#E7、法ن、カーϘンニュートラルͱ͍ͬ
化͠、当社のグローバڧ新৘ใのௐ査・発৴機能Λ࠷ͨ
ル活動にͭな͍͖͛ͯ·͢ɻ

　グローバル市場に対Ԡ͢ΔͨΊ、֤ 国のᅂ޷に合Θ
ͤͨスϐードײの͋Δ開発͕ඞ要Ͱ͢ɻ当社Ͱ͸、トレン
ドௐ査(ϕンチマーキング
΍法ن・アセスϝント৘ใの

取ಘͱ発৴Λ୲͏現஍ମ制構ஙͱ͘͠Έͮ͘りΛ進Ίͯ
͍·͢ɻ特に法ن・アセスϝントに͓͍ͯ͸、ԤभΛ起఺
ͱͨ͠৘ใऩ ・ू発৴のڧ化Λਤ͍ͬͯ·͢ɻ

　開発・設ܭΛ現஍にͯ݁׬Ͱ͖Δମ制ͮ͘りΛ進Ίͯ
͍·͢ɻ特に現஍顧客の要ٻにタイϜリーにԠ͑ΔͨΊ、
ナシϣナルスタッフの૿ڧΛਤ͍ͬͯ·͢ɻ
　⾞྆ద合開発Λޮ཰త͔ͭスϐーデΟに進ΊΔͨ

Ίに、࣮ 、化͢Δͱͱ΋にڧධՁͱC"Eの対Ԡ力Λ・ݧ
#E7�C"SE͚޲の੡඼開発Λਪ進͠、特に๺ถ、インド
Λ重఺஍域ͱͯ͠ମ制ڧ化Λਤ͍ͬͯ·͢ɻ

3�%ʹ͓͚Δ౷ׅڌ఺ͷΞϯςφػೳڧԽ

஍։ݱ ɾൃઃܭͷڧԽ

άϩーόϧ3�%ମ੍ͷڧԽ

　バックキャストI1L͸、2030事業ܭ画の成長ઓུ࣮
現のͨΊ、஌తࡒ産৘ใ活༻͠、新͍͠取り૊Έのૣ期
事業۩現化ͱ࣋ଓతな成長に͢ݙߩΔ͜ͱ͕໨తͰ͢ɻ
　マイクロ೾څ電΍(a/ܥパϫー൒ಋମなͲ新ن事業
の創出・ਪ進΍、थࢷ・ΰϜのリサイクル材活༻技術開発
なͲ環境ܕྀߟ技術のૣ期࣮༻化のͨΊ、自社・ଞ社の
技術の၆ᛌ・ղੳ、アイデア創出、外部ͱの関ڧ܎化支
援なͲΛ行͍ͬͯ·͢ɻ
　活動のҰͭͱͯ͠、マイクロ೾څ電Ͱฐ社のパート
ナー企業Ͱ͋ΔOssia社に関ͯ͠、ͦ のอ༗特ڐのՁ஋
の高͞Λௐ査ͱղੳによりࣔ͠、開発ઓུの立Ҋに役立
ͯ·ͨ͠ɻ

　フΥアキャストI1L͸、2030事業ܭ画にैͬͯ、市場
のকདྷ、ニーζ・Ձ஋؍の変化に対Ԡͨ͠特ڐ໢΁స׵
͢Δ取り૊ΈͰ͢ɻ͜ Εにより事業ઓུの࣮現ͱ、஌త
大化Λਤり·͢ɻ࠷産のՁ஋のࡒ
　·ͨ、Ϟジュール化技術ڧ化のͨΊ、自社ͱଞ社の出
化Λ進ΊΔ活動ڧ໢の構ஙͱڐΛൺֱ෼ੳ͠特޲܏ئ
Λ࣮施͍ͯ͠·͢ɻ

৽͍͠ςーϚɾ༻్ΛੜΈग़ ʮ͢όοΫΩϟετ*1-ʯ

ΔʮϑΥΞΩϟετ*1-ʯ࡞໢Λڐ৔༏Ґͳಛࢢ

　஌త資本͸࣋ଓత成長のݯઘͰ͢ɻͦ のڧ化のͨΊ
に開発本部にʮI1ランドスケーププロジェクト」Λ設ஔ͠、

ʮバックキャストI1L」ͱʮフΥアキャストI1L」の活動Λ
行͍ͬͯ·͢ɻ

஌త࢈ࡒઓུ

探索・企画 開 発 量産設計・生準 量 産

৽ۀࣄɾ৽༻్
Δ͑ࢧԽΛݱ۩

৔༏Ґͳࢢ
ಛڐ໢Λ࡞Δ

特許取得

他社特許を調査し、侵害を回避

開発から生まれた発明を、特許として保護

他社特許対応

警告～訴訟に対し、交渉対応
係争・訴訟

バックキャストIPL

バックキャストIPL フォアキャストIPL

フォアキャストIPL

マイクロ波給電

新規事業カーボンニュートラル/
サーキュラーエコノミー

既存領域

モジュール化リサイクル材 GaN系パワーデバイス

廃ゴム
種基板 結晶成長 基板化

一部再利用

▶ P.46 ▶ P.49 ▶ P.49 ▶ P.45
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バブル：知財総合力(PAITM)

知財情報による各社俯瞰

出願強化領域の特定のイメージ
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